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本年度もあと２ヵ月となりました。１月２６日(月）に来年度入学してく

る、小学６年生とその保護者対象の入学説明会を行いました。第７５回目にして最後の鴨島第一

中学校の入学生になります。この日のために生徒会が準備してきたスライドを元に、生徒会役員

が、本校のことをプレゼンテーションしました。堂々としたわかりやすい口調でしっかりと中学

校生活を伝えてくれました。その後、部活動の見学に行きました。どの部もいつも以上に気合い

の入った練習をしているように感じました。

１年生が家庭科で調理実習を行っています。第１弾として２９日（木）に４

組が行いました。今回は「サバの味噌煮」を作っていましたが、ただレシピ通り作るのではなく、

「サバに切れ目を入れた場合と入れなかった場合、仕上がりにどのような違いがあるか」という

ことを対照実験するという試みを行っていました。明確な違いが感じられるかど

うか分かりませんが、大変興味深く面白い試みだと思いました。私は切れ目の入

った方を大変おいしくいただきました。ごちそうさまでした。

２日（月）鴨島公民館において、政府拉致問題対策本部主催の劇団夜想会による拉致問題啓

発舞台劇の公演会が行われ、市立中学校４校の生徒が招待されました。本校からは２年生が観

劇にいきました。横田滋さんを俳優の長谷川初範さんが演じるという本格的な公演でした。

拉致問題について、大韓航空機爆破事件や2002年の日朝首脳会談を知っている私たちの世代

にとっては、「なるほど」と納得できる説明で、とても勉強になりました。それらのことを初め

て聴く中学生にとっては、今回の観劇が拉致問題を考え始めるきっかけになるのではないでし

ょうか。


